
金
滞
古
蹟
志
巷
四

し
か
倉
谷
に
は
沙
汰
も
た
き
事
と
成
り
た
り
と
。
平
次
按
や
る
に
、

右
は
楠
肇
が
深
く
も
勘
考
せ
ざ
る
訟
に
て
、
社
撰
の
妄
談
と
い
ふ
ぺ

し
。
元
職
五
年
に
参
議
綱
紀
卿
倉
谷
四
ク
村
よ
り
の
朕
氷
を
止
め

て
‘
城
中
玉
泉
院
丸
に
初
め
て
氷
室
を
治
築
し
、
氷
雲
を
愛
に
貯
へ

ら
れ
し
も
の
は
、
東
鑑
建
長
三
年
六
月
五
日
の
僚
に
、
営
=
炎
暑
之

節
-
者
。
.
召
昌
寄
官
士
山
之
零
コ
炉
潟
備
z珍
物
-
也
。
彼
目
見
以
v
無
=
民
庶
之

煩
休
-
被
v
止
v
之
ゅ
善
政
随
一
云
々
。
と
あ
る
如
く
倉
谷
の
氷
も
民
庶
の

煩
を
省
か
ん
矯
め
に
、
披
中
に
氷
室
を
治
ら
し
め
ら
れ
た
る
も
の
怠

る
ぺ
し
。
然
る
を
僅
か
の
賜
は
り
も
の
に
依
り
て
た
E
載
せ
た
る
は
、

後
世
の
推
設
に
し
て
、
殊
に
そ
の
時
世
の
賞
記
左
ど
に
着
眼
せ
ざ
り

し
故
の
相
続
た
る
べ
し
。
改
作
所
萄
飽
に
戦
せ
た
る
元
総
十
一
年
廿
八

日
の
書
簡
に
、
来
朔
日
氷
室
御
籾
用
之
氷
、
近
年
は
御
露
地
に
氷
室

被
昌
仰
付
置
-
候
得
共
、
今
年
無
v
之
官
。
先
年
之
通
相
認
、
氷
一
荷
、
来

朔
日
朝
六
時
御
庚
式
迄
持
参
候
様
可
=
由
・
波
-
と
、
旦
正
十
村
役
の
者

へ
申
渡
し
た
る
と
と
見
ね
た
り
。
右
は
此
の
年
薄
零
に
て
、
玉
泉
院

丸
露
地
の
氷
室
に
貯
磁
無
v
之
故
な
り
し
と
聞
ゆ
。

O
E
泉

院

丸

厩

跡

.

・

三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
一
宮
ふ
。
寛
文
元
年
十
月
よ
り
玉
泉
丸
に
厩

~ 

誌
当.

震
;言'

利
常
卿
京
都
よ
り
山
作
り
叙
左
街
門
を
召
寄
せ
ら
れ
、
築
山

h

泉
水

等
の
露
地
を
遁
ら
し
め
給
ふ
に
よ
り
・
貞
享
に
至
り
既
に
五
十
鈴
年

を
経
、
樹
木
生
ひ
繁
り
、
築
山
も
と
け
む
し
、
風
設
を
増
し
け
る
に

依
り
て
‘
既
を
ば
移
柑
押
し
て
、
更
に
庭
治
り
を
千
宗
室
に
命
ぜ
ら
れ
、

茶
室
を
遁
普
せ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
按
宇
る
に
、
右
宗
室
は
寛
文
十
一

年
の
士
般
に
、
百
五
十
石
茶
堂
茶
具
奉
行
千
宗
室
歳
五
十
。
と
見
b
.

元
誠
元
年
の
士
般
に
は
、
百
五
十
石
千
宗
室
。
同
六
年
の
士
授
に
は
、

千
宗
室
居
宅
味
噌
磯
町
稲
荷
橋
近
所
。
と
あ
り
。
是
二
代
目
の
宗
室

・
な
る
ぺ
し
。
初
代
宗
室
は
利
常
卿
に
車
中
仕
す
。
燕
護
風
雅
に
宗
室
之

来
畠
本
務
-
在
員
寛
永
三
年
-
一
式
々
。
微
妙
公
召
=
小
松
-
賜
=
歳
勝
二
百
石
↓
賜
-
-

居
宅
於
月
城
吋
と
記
載
し
、
寛
永
十
九
年
小
松
御
隠
居
附
士
般
に
、

二
百
石
千
宗
室
と
あ
り
て
、
三
，
丸
に
居
宅
を
賜
へ
り
。

O
紅

葉

橋

此
の
橋
は
玉
泉
院
丸
入
口
の
水
掘
に
架
け
た
り
。
是
一
一
，
丸
松
坂
口
へ

往
来
の
橋
友
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
、
城
内
鼠
多
門
・
紅
葉

橋
・
松
坂
等
の
俵
名
あ
り
。
共
の
来
因
不
v
可
ν
考
。
と
あ
り
。
平
次
按
宇

る
に
.
橋
名
の
由
縁
奮
記
等
に
未
だ
所
見
な
け
れ
ど
、
利
常
卿
の
時

築
山
を
作
ら
せ
ら
れ
、
楓
た
ど
の
露
地
木
を
多
く
植
ゑ
し
め
ら
れ
、

金
滞
古
蹴
志
容
四

入

を
建
て
ら
れ
、
明
年
四
月
落
成
と
年
譜
に
見
ゆ
。
一
書
に
は
、
此
の

厩
寓
治
二
年
よ
り
翌
年
へ
か
け
出
来
、
其
の
時
金
子
久
兵
衛
・
山
根

勘
左
衛
門
・
問
中
十
太
夫
裁
許
す
と
見
h
た
り
と
。
平
吹
按
宇
る
に
、

寛
文
元
年
の
日
帳
に
‘
十
月
廿
一
目
玉
泉
院
様
丸
に
御
馬
屋
立
候
。

土
審
石
無
v
之
官
、
御
奉
行
北
川
又
右
衛
門
・
平
田
善
四
郎
断
る
に
付
、

戸
室
山
に
て
石
切
出
方
御
普
商
事
行
へ
乎
紙
議
す
。
と
一
宮
ふ
事
見
ね

た
り
。
然
ら
ぽ
高
治
年
中
に
出
来
と
一
宮
ふ
訟
は
誤
り
也
。
寛
文
元
年

目
帳
に
、
十
一
月
三
目
玉
泉
院
様
丸
・
金
屋
々
敷
爾
所
池
ほ
ら
せ
奉

行
、
板
坂
吉
丞
・
疋
間
半
平
申
渡
す
。
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
池
と
は

郎
ち
井
戸
の
事
に
て
、
是
も
厩
の
用
水
の
井
戸
た
る
ぺ
し
。
さ
て
・
葛

巻
昌
興
自
記
に
元
秘
元
年
九
月
十
一
日
、
玉
泉
院
允
に
先
年
よ
り
有
v

之
十
閑
之
御
厩
・
今
日
よ
り
段
つ
云
々
。
と
あ
り
。
此
の
時
此
の
地

の
厩
を
慶
し
、
金
谷
の
地
へ
移
し
建
て
ら
る
L

故
也
。

。
豆
泉
院
丸
事
跡

葛
巻
昌
興
自
記
に
云
ふ
。
貞
享
五
年
六
月
廿
四
日
‘
玉
泉
院
丸
御
庭

被
v
遣
事
.
千
宗
室
へ
被
v
命
。
元
総
改
元
九
月
十
一
日
、
玉
泉
院
丸
に

先
年
よ
り
有
b

之
十
問
之
御
厩
・
今
日
よ
り
段
ち
、
此
の
跡
に
御
亭
・

花
壇
可
v
被
a
仰
付
-
由
也
。
と
あ
り
て
、
此
の
地
は
寛
永
十
一
年
に
‘

瞬
秋
の
紅
葉
を
賞
し
、
紅
葉
橋
と
は
呼
ぽ
し
め
ら
れ
た
る
な
ら
ん
。

。

鼠

多

門

此
の
楼
門
は
、
玉
泉
院
丸
よ
り
金
谷
出
丸
へ
通
行
の
門
也
。
金
城
深

秘
録
に
去
ふ
。
玉
泉
院
丸
御
門
・
御
土
裁
は
、
利
常
卿
御
隠
居
以
後

被
a
仰
付
プ
英
節
石
垣
積
立
、
地
形
根
切
仕
鹿
‘
鼠
捗
敷
土
中
よ
り
出

候
故
敗
、
鼠
多
門
と
名
付
け
ら
れ
、
御
土
磁
の
壁
の
色
も
印
刷
色
に
被
=

仰
付
二
胤
多
出
候
故
に
、
其
色
に
被
=
仰
付
-
獄
。
長
屋
を
多
門
と
申

・
故
、
雨
様
粂
て
の
名
目
放
。
と
い
へ
り
。
一
訟
に
は
、
此
楼
門
の
壁

色
鼠
色
怠
る
に
よ
り
鼠
門
と
稀
せ
し
を
、
俗
に
ね
づ
み
だ
門
と
呼
べ

る
怠
り
共
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
明
良
洪
範
に
、
土
屋
敷
も
古
へ
は

廻
り
を
築
地
に
せ
し
を
、
後
世
に
は
昔
の
多
門
の
形
を
務
し
、
長
く

建
て
つ
ピ
け
た
れ
ば
、
多
門
と
い
は
宇
し
て
長
屋
と
い
ふ
。
と
あ
り
。

右
の
停
訟
に
撮
れ
ば
、
鼠
多
門
も
多
門
と
い
ふ
門
に
て
、
鼠
色
の
壁

怠
り
し
故
に
、
鼠
多
門
と
呼
べ
る
た
る
べ
し
。
然
れ
ば
鼠
多
〈
出
で

た
り
と
い
ふ
訟
は
、
附
舎
の
妄
誕
た
り
し
と
聞
ゆ
。
さ
て
右
楼
門
は
、

加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
、
貸
暦
九
年
四
月
十
日
の
火
災
民
、
底
多

御
門
・
七
拾
間
御
長
屋
門
・
金
谷
御
門
等
相
残
る
。
と
あ
り
て
‘
賓
暦
の

火
災
に
も
椴
ら
4
y
.

利
常
卿
寛
永
の
頃
治
密
命
ぜ
ら
れ
し
時
よ
り
の

九




